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―ありがとうございました。
（亜子）

全学共通科目「化学概論」

食べ物と勉強との関わり

楽しく研究するには

研究科長・学部長として

京大生にメッセージ

僕は今研究科長になって２年ですけど、
「総合人間学部」とか「人間・環境学研
究科」って、名前が長いし、理念も難し
いし、できてまだ日が浅いということで、
我々のやっていることをみなさんに知っ
てもらわなければならないんですよね。
それで一所懸命努力して、イベントへの

やわらかい話をすると、「心地よい自
慢話をできるように自分を鍛えなさい」
ということですね。自慢話というものは
間違えると鼻をつまむようなものになり
ますから。自分が失敗したことを上手に
入れて、人がもっと聞きたいと思えるよ
うな自慢話ができるといいですね。みん
な独創的なことをしなさいとよく言いま
すが、上手に心地よい自慢話ができると
いうのは、新しい研究なり仕事なりを始
めるときの独創性の原点かもしれません。
固い話をすると、学生というものは学

問を身に付けて周りから尊敬と信頼を得
るに足る人格を形成して自立しないとい
けないですよね。経済的にも、精神的に
も、一人立ちできるということが大事だ
と思います。それさえできていたら、余
るほどお金をもうけることもないですよ。
ちゃんと自立してたらそれだけで財産で
すから。

研究って、趣味でやるなら良いんで
すけど、プロとしてやるのはつらいんで
すよね。でも、つらいものばかりではい
けないから楽しくなるような工夫をして
ます。それは、いつまでたっても答えの
出ないような、壮大な研究のテーマを考
えるということです。領域が壮大だから、
考えてると楽しみになる。そういう気の
長い研究は、題目が短いんですよね。そ
のぶん限定されないから構想が大きいん
です。僕がやっているのは「リンの化学」
とか「ATPの起源」とかですね。５文字
くらいしかないでしょう（笑）。
「仕事はゆっくりやれば芸術になるけ
ど、急いでやれば労働になる」と昔の人
が言っていました。だから、急いでやら
なきゃいけないこともあるんだけど、息
抜きに気の長い研究を混ぜることにして
います。
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ら５年間京都大学理学部助手を務め、
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年に現職の人間・環境学研究科教授と

なる。2007年から、人間・環境学研
究科長および総合人間学部長を務めて
いる。
専門は分析化学、無機化学、地球化学。
趣味は緊急食料としての山芋栽培。

もう20年くらい前かな、経済学部の
先生方と、当時の一般教養科目について
意見交換をしていたんですよ。私は化学
を教えていますけど、経済学部の先生は
その授業の成果をどのように思っておら
れますかってね。そうしたら、「半導体
の作り方とか、プラスチックが何種類あ
るかとか、いくら聞いてもきりがない。
もっと、聞いただけで化学がなんとなく
わかったという気分になれるような話を
してくれ」と言われたんです。要するに、
化学のコツがわかるように、と。その話
を聞いて、化学教室の先生が15人ほど
で会議をしたんですけど、「どんな授業
だったら文系の人に喜んでもらえる授業
になるか」ということを議論するのかと
思ったら、「誰がその授業をやるのか」
ということを議論していて（笑）。それで、
そのうちの１つをやれって言われて、そ
ういう経緯で始めました。
やはり初めはつらかったですね。みん

なあっち向いてるし、寝てるしね（笑）。
それで、限られた時間で化学のコツや真
髄を伝えるには、何を題材に選んでどん
な順番でやればいいかと考えました。
勉強には、あわただしい競争をしな

ければならない勉強と、気持ちが和らぐ
ような勉強とがあると思うんです。「化
学概論」のように文系の人に教えるとき
には、気持ちが和らぐ方をお話ししよう

と思っているので、化学において大きな
提案をした学者を10人ほど、「この人は
こんな問題に取り組んでこういう答えを
見事に出したんですよ」ということを話
します。聞いているみなさんが「人間と
して生まれてきて良かったなあ、こんな
成果を聞けるなんて」と思えるようにね。
自分で成果を出すのは大変ですけど、聞
くだけですから楽ですよね。だから、話
を聞いたからといってセンター試験の化
学がわかるようになったりはしないけど、
人間が考える大事なことはこういうこと
なのか、っていうのは少しはわかっても
らえるのではないかと思っています。

ギーを補給するだけではなく、ゆったり
と心を解放することができる。そういう
のが学生の特権というか、学生の時代に
経験しておくべきことだと思います。
　ガリレオ＝ガリレイは、「誰か僕にお
いしいものを食べさせてくれないか。そ
うしたらいくらでも面白い話をするんだ
けど」と言っていたそうです。僕なんか
は逆に「おいしいものを食べさせてあげ
るから、面白い話を聞かせてほしい」と
いうタイプですけど、おいしいものを用
意して、人から面白い話を聞くという時
間を持つことは大事だと思います。
　あと、僕が理学部の助手から教養部に
転任するときの話なんですが、大事にし
てもらった教授に転任の挨拶に行ったと
きに、「面白い研究をするためには、上
等なお茶を飲まなければならないよ」と
言われました。これも同じようなことを
言っているでしょう。
　生協の食堂もそうですよね。人と議論
するなり勉強するなり、何をしていても
食べ物のことを気にしなくていいんです
から。ちょっと小銭をポケットに入れて

いけば、必ず温かくておいしそうな食べ
物と飲み物があって。「腹が減った、ど
うしよう」ということを考えて時間に追
われる、なんてことがなくて済むわけ
じゃないですか。それはすごく恵まれて
いると思います。

学生は大事にされている

先ほどお話しした「おいしいものを用
意して、人から面白い話を聞く」という
ことを実践しようということで、学会の
仲間で京大が所有している白浜の「海の
家」に行ったことがあるんですよ。自分
たちでそれぞれ料理を作ってごちそうし
あって話をしたんですけど、そこの管理
人のおばさんが、実に大学思いというか
先生も生徒も大事にしてくれる人でね。
僕らが海の家を出るときに、次に泊ま

る学生たちが海側にいたんですが、おば
さんが左腕に大きな魚を抱えて、右足の
脇に大きなキャベツを置いた状態で、学
生に向かって「みんな、今日はお造りと
ロールキャベツだよ！」と声をかけるわ
けです。僕は一瞬「お造りとロールキャ
ベツってどんな取り合わせだろう」と
思ったわけですが（笑）、学生たちは顔
を輝かせてね。おばさんは「お造りとロー
ルキャベツだよ」と言っているだけなん
ですが、あの声かけの裏には「食事をど
うするかなんて考えなくていいから好き

なだけ遊んでおいで」とか、「ちゃんと
晩ごはんにはみんなそろって帰っておい
で」という思いがあると思うんです。そ
ういうのを見たときに、今の学生は大事
にされてるなあ、僕も学生時代はあんな
風に大事にされてたんだなあ、ってなん
となく思いましたね。
最近は自分が社会や周りの人から大事

にされていることをわかってない人がい
るように感じます。どれだけ大事にされ
ているのかということを忘れないでほし
いですね。

招待状や案内の電話があれば、他の用事
と重ならない限り、昼も夜も休日もみん
な出席してたんですよ。そうしたら肺炎
で倒れてしまって（笑）。でも、忙しい
とはいっても私はタフですから、それな
りにやってるつもりですけどね。

　誰かが作ってくれた食べ物やお茶が用
意されていることと勉強することの間に
は、ずいぶんと深い関連があると思って
います。学生はお金はないですが時間は
あるわけですから、ごはんを食べたりお
茶を飲んだりするときに、ただエネル

▲海の家から望む田辺湾とクラブ活動中
の学生

研究科長・総合人間学部長

光合成ができたらよかった� （理・３　敗者）
⇒「おかあさん、おなかすいたー」「しょうがないわねえ、光合成でもしてなさい」� （だいたいこんな感じ？；編）

京大合格生のノートは必ずしも美しくない。� （農・１　みえ）
⇒寝ていた授業の分は美しいです。� （純白それは；編）


